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立候補役員名 全道理事

（ふりがな） やまざき　かよこ 男 西暦

氏名 山崎 加代子 女 1954年　7月　24日

勤務先名

会員番号 5698 市町村

主な活動歴

立候補理由・
抱負

推薦者-① 斎藤 規和 会員番号 5694

推薦理由

推薦者-② 増田 智子 会員番号 6014

推薦理由

推薦者-③ 澤口 優子 会員番号 23691

推薦理由

札幌市

・札幌市介護支援専門員協議会白石区支部長
・北海道ホームヘルプサービス協議会制度推進委員長
・北海道社会福祉士会理事・副会長
・北海道介護支援専門員協議会理事
・北海道総合研究調査会h28年カリキュラム検討ワーキング委員・企画委員

平成23年より理事を務め、25年より副会長を拝命しております。第1期では、ケアマネジメント委員会
担当理事として公益社団法人への変革を経験し、第2・3期は、ケアマネジメント委員会、障がい者等
地域生活支援委員会、地域包括支援センター支援委員会、災害対策委員会を統括しております。特
に災害対策委員会の活動を通じ、昨年の10号台風による水害の際に、被災に直面した時に社会福
祉士は専門性を生かして何ができ、どう動くべきかという基本的なことを再度議論検討し、平時から地
域に訴え、理解を得る必要性を痛感しました。また、2013年度から開始した組織改編目標年である
2017年度を迎え、社会福祉士が全ての人々の権利擁護、生活困難、地域課題を通して社会貢献が
できる専門職であることがさらに認知されるよう体制作りや、研修など各種事業を通じて実践してゆき
たいと考え理事に立候補いたします。

山崎加代子さんは、高齢者福祉分野の専門職として、自らケアプランを作成するとともに、ケアマネー
ジャーや、ホームヘルパーの育成に長くかかわってきた。また、事業の企画、組織の運営にも手腕を
発揮してきた。道社会福祉士会のベテラン理事としてその存在は大きいと感じている。本人曰く〝最
後の御奉公″との事。自信を持って推薦する。

札幌市白石区において、長年にわたり、介護支援専門員の役員や主任介護支援専門員研修などに
携わり、社会福祉士についても地域の社福士の相談や指導を行い、地域のリーダー的な存在として
活動されています。
　豊富な知識と向学心、ネットワーク力が優れているので、社会福祉士会の協会組織運営について
力を発揮されると思い、推薦いたします。

私は札幌市社会福祉協議会北・手稲事業所の澤口と申します。山崎さんとは介護支援専門員のH28
年度新カリキュラム検討「社会資源の活用と連携」部会と、高齢者虐待対応の専門職チームで社会
福祉士として一緒に活動させて頂いております。活動時の柔軟な発想力と社会福祉士としての見識
の高さにはいつも感心させられます。長年社会福祉士会の運営にも尽力しており、当会の理事として
自信を持って推薦できる人物です。

性別 生年月日 年齢 62歳
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